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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月21日(2015.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（殺菌装置の適用例）
　本実施例に係る殺菌装置は、水（水道水）などの液体や空気などの気体を殺菌するため
など、各種用途に適用し得る。前者の場合には、例えば、ポット型の浄水器に装着したり
、水道の蛇口に取り付けたり、水道に取付ける浄水器内に設置したりすることで水を殺菌
するために用いることができる。また、後者の場合には、例えば排気管などに取付けるこ
とで、排気を殺菌するために用いることができる。ここでは、一例として、ポット型の浄
水器に装着するカートリッジ型の殺菌装置の場合について、図１を参照して説明する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　図２に示すように、ハウジング１１０に設けられる流路Ｒは、その断面が矩形となるよ
うに構成されている。図３に示すように、この流路Ｒの内壁面は、ＬＥＤ素子１２２から
照射された紫外線を複数回反射させつつ、流路Ｒの一方側から他方側に向かわせる一対の
反射面を有している。説明の便宜上、以下、これら一対の反射面を、適宜、それぞれ第１
反射面１１１，第２反射面１１２と称する。なお、図３中の線Ｌは、ＬＥＤ素子１２２か
ら照射された紫外線の中心（光軸）を示している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
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　図４に示すように、ハウジング２１０に設けられる流路Ｒは、その断面が矩形となるよ
うに構成されている。図５に示すように、この流路Ｒの内壁面は、ＬＥＤ素子２２２から
照射された紫外線を複数回反射させつつ、流路Ｒの一方側から他方側に向かわせる一対の
反射面を有している。説明の便宜上、以下、これら一対の反射面を、適宜、それぞれ第１
反射面２１１，第２反射面２１２と称する。なお、図５中の線Ｌは、ＬＥＤ素子２２２か
ら照射された紫外線の中心（光軸）を示している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　図７に示すように、ハウジング３１０に設けられる流路Ｒは、その断面が矩形となるよ
うに構成されている。図８に示すように、この流路Ｒの内壁面は、ＬＥＤ素子３２２から
照射された紫外線を複数回反射させつつ、流路Ｒの一方側から他方側に向かわせる一対の
反射面を有している。説明の便宜上、以下、これら一対の反射面を、適宜、それぞれ第１
反射面３１１，第２反射面３１２と称する。なお、図８中の線Ｌは、ＬＥＤ素子３２２か
ら照射された紫外線の中心（光軸）を示している。
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